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1 はじめに
本研究における感情推定とは、あるコンテンツを利

用した時に利用者の心情に現れる感情種別を推定する
ことを意味する。コンテンツ推薦システムは、利用者
にどのような感情を得たいかを入力してもらうことに
より感情推定し、その感情を得られるであろうコンテ
ンツを推薦することを目的とする。
今回のシステムでは、推薦対象であるコンテンツに

は小説、どのような感情を得たいかという入力はテキ
ストを予定している。テキストを入力とした理由は、本
研究には感情推定の一手法として、テキストから感情
推定が行えるのか検証するという目的があるためであ
る。また、テキストから感情推定を行うことができる
と、そのテキストの集合である小説文自体への感情推
定を適用しやすいと考えたためである。
本稿では、感情推定に基づく推薦システムの概要と、

コンテンツから得られる感情を獲得するための書評 (レ
ビュー) を利用した感情アンケート調査について記述
する。

2 システム概要と研究内容テキスト入力からの感情推定コンテンツとのマッチング 利用者マッチング結果からのコンテンツ推薦推薦システム
図 1: システム構成案
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推薦システムの構成案を図 1に示す。はじめに利用
者に「泣ける本」や「ワクワクする本」など、どういう
感情を得たいかテキスト入力してもらう。利用者が入
力したテキストを感情推定し、その感情パターンを事
前に感情推定しておいた小説のパターンデータとマッ
チングし、その結果を推薦するというシステムを考え
ている。なお推薦システムは、コンテンツからの感情
パターンの蓄積、短文からの感情推定、データのマッ
チングといった三つの段階に分けて開発を行う。
現時点では感情パターンの蓄積をする前段階として、

書評を書いた人がどういう感情を抱いて記述したと考
えられるかを第三者へアンケート調査し、その感情パ
ターンに規則性などが見られるかどうかについての調
査を行っている。
利用者の入力したテキストからの感情パターン推定

は行っていないが、感情推定の先行研究・関連研究 [1]
や、コンテンツに対する感情パターンデータを応用す
るなどの方法を予定している。

3 小説書評 (レビュー)感情調査
3.1 調査目的
小説の書評 (レビュー)を第三者が読み、書評を書い

た人が小説を読んでどういう感情を得たかを推測し、感
情パターンを回答して貰った。複数名で同じ書評を読
み、それに対して客観的な視点で作成した感情パター
ンがどの程度一致するか、あるいはどういった規則性
があらわれるかを観察することを目的としている。こ
の調査は書評を使用しても今後の研究が行えるかどう
かをはかるものでもある。作品そのものではなく書評
の感情パターンを使うため、その書評の感情パターン
がばらけてしまうようであれば、今後のシステムに利
用するのは難しいと予想され、他の方法を考える必要
があると思われるためである。

3.2 調査方法
調査はアンケート形式で行った。調査人数は 6名で

ある。回答項目には、感情を十種類で表した中村 [2]の
十感情を使用している。これは感情を「喜・怒・哀・怖・
恥・好・厭・昂・安・驚」の十種類に分けたものである。
回答方法は 0から 3までの離散値で、0が「全く感

じていない」、1が「まあ感じている」、2が「感じて
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表 1: 書評 7と 9の平均と分散
書評番号 喜 怒 哀 怖 恥 好 厭 昂 安 驚

7 平均 2.83 0 0 1.5 0 1.67 1.17 1.83 0.17 1
分散 0.14 0.0 0.0 0.93 0.0 1.89 0.47 1.14 0.14 0.67

9 平均 0.33 0.33 0.5 0.17 0 0.33 0.5 0.17 0 0
分散 0.22 0.22 0.25 0.14 0.0 0.22 0.25 0.14 0.0 0.0

いる」、3が「強く感じている」というようになってい
る。いくつの感情をどの値で選んでも良いとした。ま
た、それぞれどういう感情なのかという説明も行って
いる。
小説 1冊について書かれた書評 (レビュー)20件を筆

者が収集し、各書評について回答してもらった。この
時、回答者の主観で答えるのではなく、書評を書いた
人がどういう感情を得たと思われるかを客観的に回答
してもらった。

3.3 調査結果および考察
各書評の各感情ごとに平均値を出し、どの程度結果

がばらけているのかを見るために、各感情に注目して、
分散を出した。結果の分かりやすかった書評 7と 9の
平均と分散を表 1に示す。
書評の全体的に、分散が比較的大きかったのは好・昂

の 2つの感情であった。この 2つは平均も高めの値が
出ており、このことから、数人は高い感情値をつけた
ものの、他の人が低い感情値や感情値 0をつけている
ため、分散が大きくなると予想される。好・昂よりは
平均も分散も小さめであったが、厭・驚も同様の傾向
が見られた。逆に、怒・哀・安などは、書評全体で平均
値が小さく、分散も小さめであった。これは回答者が
これらの感情に小さな値をつけているためであると考
えられる。喜は、平均値は大きいが、分散は少なかっ
た。これは殆どの回答者が喜に大きな感情値をつけて
回答しているためであると考えられる。このことから、
書評においてメインとなって現れている感情であると
推測できる。

図 2: 書評 7の回答者別と平均の積み上げ棒グラフ

次に、書評 7と 9の、回答者別の積み上げ棒グラフ
を図 2と図 3に示す。1から 6が各回答者の、7は平均
値の感情値の積み上げである。表 1では書評 7は分散

図 3: 書評 9の回答者別と平均の積み上げ棒グラフ

が大きめに、書評 9は分散が小さくなっているが、よ
り一様な結果は書評 7であることが分かる。ここから、
分散の大小だけでは結果のばらけかたを観察するには
不十分であることが考えられる。
この結果より、ばらけかたの程度についてもう少し

調査してみる必要があると考える。主観ではあるが、
回答を棒グラフ化したものから、ある程度の一致や規
則性はあると感じているので、今後の研究に書評 (レ
ビュー) を使用することはできると考えている。しか
し、今回の結果のように分散が大きくなることが考え
られるため、あまりにも他と違う回答ははじくなどの
処理が必要になると考えられる。

4 今後の予定
今回の調査分析では書評 (レビュー)の使用は妥当で

あるとまでは判断できなかった。今後は更に分析を続
け、使用が妥当であると判断できた際には、書評へ感
情パターンを付加するデータ収集の自動化を目指す。
また、テキストからの感情推定の部分も、先行研究

などでは単一感情の推定が主流であり、複数感情がど
の比率で存在するかといった研究はなされていないた
め、この問題の解決方法を模索する必要がある。
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